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C O N T E N T S
　■平成２３年度 白浜町の当初予算決まる

　■持ち込みごみ手数料を改定します／

　　ごみ処理機の補助制度を拡充します

　■悪質商法にご用心／南紀白浜空港（東京羽田便）を利用しよう

　■４月１０日は『和歌山県議会議員一般選挙』の投票日です

　■教育委員会からのお知らせ

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

白浜町合併５周年記念事業
『NHKのど自慢大会』が開催されました

～自慢の歌声を披露、おおいに盛り上がりました～　



広報しらはま４月号　�

用語解説
◆自主財源
 ・町税
 ・使用料および手数料等
 ・繰入金・諸収入等

町が自主的に収入することができる財源
住民税や固定資産税など
体育館施設使用料や公営住宅使用料、保育料など
特定の目的のために積み立てている基金の取り崩しや、ほかの収入科目に含まれない諸収入など

◆依存財源
 ・地方交付税
 ・国庫支出金 / 県支出金
 ・町債
 ・その他

国・県から交付される財源
国が徴収した税金の中から、町の財政状況に応じて国から交付されるお金
特定の目的の財源として国・県から交付される補助金など
建設事業など大きな事業の費用にあてる借入金
国が徴収した税金のうち地方に分配される地方譲与税など

平
成
23
年
度 

白
浜
町
の
当
初
予
算
決
ま
る

　

３
月
開
催
の
定
例
会
で
、
平

成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
ほ
か
、
10
の
特
別
会
計
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
総
額

は
、
１
０
８
億
９
，
３
０
０
万

円
で
、前
年
度
に
比
べ
２
．５
％

（
２
，
６
７
７
万
円
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
続
く
景
気
の
低

迷
等
に
よ
り
町
税
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
白
浜
町
の
財

政
運
営
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
の
一
般
会
計
予
算
は
、「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
の
学

校
耐
震
改
修
・
消
防
防
災
対
策

な
ど
の
重
要
な
施
策
や
「
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
」
開
催
に
向

け
た
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

※
平
成
22
年
度
当
初
予
算
が
骨

格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

６
月
補
正
（
肉
付
予
算
）
後
の

予
算
額
と
の
比
較
と
し
て
い
ま

す
。

一般会計当初予算総額　１０８億９，３００万円　（対前年度比　２．５％減）

　

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使

用
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で

き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交

付
税
や
町
債
な
ど
、
他
か
ら

の
収
入
の
依
存
財
源
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
収
入
全
体
の

38
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
町
税
は
景
気
低
迷

の
影
響
も
あ
り
前
年
度
比
０
．

２
％
減
の
31
億
６
，
１
１
５
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
地
方

交
付
税
が
最
も
多
く
収
入
全

体
の
32
．
４
％
を
占
め
て
お

り
、
今
年
度
に
お
い
て
は
国

の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て

も
平
成
22
年
度
と
比
べ
て
増

額
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
対
前
年
度
比
６
．
９
％

増
の
35
億
２
，
４
２
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
町
債
11
億
４
，

３
３
０
万
円
を
借
り
入
れ
、

さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
を

１
億
７
，
５
６
８
万
円
取
り

崩
し
ま
し
た
。

 町税
31 億 6,115 万円

      
 （29.0％）

繰入金・諸収入等
5 億 6,634 万円

（5.2％）

地方交付税
35 億 2,420 万円

（32.4％）

国庫支出金
6 億 9,406 万円

（6.4％）

県支出金
9 億 8,797 万円

（9.1％）

町債
11 億 4,330 万円

（10.5％）

その他
3 億 9,735 万円

（3.6％）

歳 入

自主財源
41 億 4,612 万円

（38.0％）

依存財源
67 億 4,688 万円

（62.0％）
使用料および手数料等

4 億 1,863 万円
（3.8％）

  

歳　

入



�　広報しらはま４月号

人件費
26 億 4,114 万円

（24.2％）

扶助費
11 億 2,984 万円

（10.4％）

公債費
12 億 2,483 万円

（11.3％）普通建設事業費
9 億 9,214 万円

（9.1％）

物件費
19 億 5,997 万円

（18.0％）

補助費等
11 億 528 万円

（10.1％）

繰出金
16 億 763 万円

（14.8％）

積立金
1 億 5,870 万円

（1.5％）

その他
7,007 万円
（0.6％）

義務的経費
49 億 9,581 万円

（45.9％）

投資的経費
9 億 9,554 万円

（9.1％）

その他の経費
49 億 165 万円

（45.0％）

歳　出

会　計　名 予算額
対前年度

比　較
会　計　名 予算額

対前年度

比　較
 国民健康保険

 事業特別会計
（事業勘定） 32 億 4,740 万円 △    3.8％  健康交流拠点施設事業特別会計 1 億 3,660 万円 0.7％
（施設勘定） 3,900 万円 12.1％  簡易水道事業特別会計 4,550 万円 △    0.9％

 後期高齢者医療特別会計 5 億 830 万円 △    3.9％  農業集落排水事業特別会計 1,320 万円 △ 11.0％
 介護保険特別会計 25 億 4,220 万円 3.3％  下水道事業特別会計 7 億 8,700 万円 60.3％
 住宅資金貸付事業特別会計 993 万円 △ 20.8％  水道事業特別会計 13 億 3,336 万円 △ 21.5％
 土地取得特別会計 3,000 万円 0.0％ ※水道は公営企業会計

町が特定の事業を行う場合に設けられた予算で、経理を一般会計と区分するために設定しています。

用語解説
◆義務的経費
 ・人件費
 ・扶助費
 ・公債費

歳出のうち、その支出が義務付けられ任意に削減できない経費
町職員の給与や、町議会議員、各委員会委員などの報酬
児童手当、障害者福祉、医療費助成など
国などから借り入れたお金の返済金

◆投資的経費
 ・普通建設事業費
 ・物件費
 ・補助費等
 ・繰出金
 ・積立金
 ・その他

その支出の効果が資本の形成のためのもので、将来に残る施設等を整備するための経費
建物や道路、公園など公共施設の建設や整備に使われる経費
消耗品や備品などの購入費、公共施設の光熱費など
各種団体への補助金や負担金など
一般会計から国民健康保険や介護保険などの特別会計への繰出金
各種基金への積立金
公共施設の維持補修費、貸付金、予備費

  
歳　

出

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
扶
助

費
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
に
と
も
な
う
給
付
費
や
子

ど
も
手
当
等
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
10
．
９
％
増
の

11
億
２
，
９
８
４
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
公
債
費
に
つ
き
ま
し

て
も
、
合
併
特
例
債
の
本
格
的

な
元
金
の
償
還
が
始
ま
る
こ
と

も
あ
り
前
年
度
比
１
．
４
％

増
の
12
億
２
，
４
８
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
継
続

事
業
で
あ
る
湯
崎
漁
港
整
備
事

業
や
円
月
島
緊
急
保
全
対
策
事

業
な
ど
の
事
業
に
加
え
新
規
事

業
と
し
て
湯
崎
地
区
漁
業
活
性

化
施
設
建
築
事
業
等
を
計
上
し

ま
し
た
が
全
体
で
は
32
．
５
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計総額　８６億９，２４９万円　（対前年度比　１．６％減）



広報しらはま４月号　�

■
こ
こ
ろ
に
誇
り
・
生
き
が

い
の
持
て
る
ま
ち

生
涯
学
習
の
充
実

★
西
富
田
学
童
保
育
所
新
設
工
事

　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
万
円

※
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
放
課
後

の
生
活
を
守
る
た
め
整
備
を
行
い

ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

★
白
浜
中
学
校
耐
震
改
修
設
計
委

託
料　
　
　
　

１
，
９
９
８
万
円

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

★
日
置
総
合
運
動
場
基
本
設
計
委

託
料　
　
　
　
　
　

９
４
８
万
円

※
わ
か
や
ま
国
体

開
催
に
向
け
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
周
辺

整
備
の
基
本
設
計

を
行
い
ま
す
。

■
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

健
康
づ
く
り
の
推
進

★
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
９
万
円

※
女
性
特
有
の
子
宮
が
ん
・
乳
ガ

ン
の
啓
発
活
動
や
検
診
に
よ
り
予

防
と
早
期
発
見
を
行
い
ま
す
。

★
ひ
き
こ
も
り
等
家
庭
訪
問
調
査

事
業　
　
　
　
　
　

３
２
４
万
円

※
相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
等
を

行
う
こ
と
で
本
人
や
家
族
の
支
援

を
行
い
ま
す

医
療
・
救
急
体
制
の
充
実

★
川
添
地
区
救
急
業
務
委
託
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

※
川
添
地
区
の
救
急
業
務
を
田
辺

市
消
防
本
部
上
富
田
消
防
署
へ
委

託
す
る
こ
と
で
迅
速
な
対
応
を
行

い
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
の
充
実

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
機

能
強
化
事
業　
　
　

６
１
０
万
円

※
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

に
よ
る
広
域
的
な
高
齢
者
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

★
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
１
万
円

障
害
者
福
祉
の
充
実

★
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
４
万
円

子
育
て
支
援
の
推
進

★
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
環
境
整

備
事
業　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

※
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

（
白
浜
保
育
園
・
日
置
保
育
園
）

の
改
修
・
備
品
購
入
を
行
う
こ
と

で
よ
り
良
い
保
育
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

消
防
防
災
対
策
の
推
進

★
衛
星
携
帯
電
話
網
構
築
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
，
２
１
８
万
円

※
地
域
防
災
無
線（
日
置
川
地
域
）

に
代
わ
る
災
害
時
の
連
絡
手
段
と

し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

★
救
助
工
作
車
購
入

　
　
　
　

１
億
１
，
０
５
５
万
円

※
あ
ら
ゆ
る
救
助
事
案
に
対
応
で

き
る
よ
う
白
浜
消
防
署
へ
配
備
し

ま
す
。

★
日
置
川
消
防
庁
舎
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
，
０
５
０
万
円

※
老
朽
化
し
た

日
置
川
消
防
署

の
建
て
替
え
を

行
い
ま
す
。

■
住
民
と
行
政
が
力
を
あ
わ

せ
る
ま
ち

計
画
的
・
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営

★
デ
ジ
タ
ル
航
空
写
真
撮
影
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
２
万
円

※
適
正
な
固
定
資
産
税
の
評
価
を

行
う
た
め
航
空
写
真
撮
影
を
行
い

ま
す
。

■
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活

力
の
あ
る
ま
ち

農
林
漁
業
の
振
興

★
湯
崎
地
区
漁
業
活
性
化
施
設
建

築
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
億
円

※
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
湯

崎
地
区
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

観
光
関
連
産
業
の
振
興

★
番
所
山
整
備
基
本
計
画
策
定
委

託
料　
　
　
　
　
　

５
５
５
万
円

※
番
所
山
整
備
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

★
円
月
島
（
高
嶋
）
緊
急
保
全
対

策
工
事
費　
　

５
，
４
７
８
万
円

※
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
円

月
島
の
保
全
を
行
い
ま
す
。

■
快
適
で
生
活
環
境
が
充
実

し
た
ま
ち

衛
生
環
境
の
充
実

★
白
浜
斎
場
休
憩
室
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

３
，
０
３
０
万
円

※
よ
り
総
合
的
な
利
用
を
い
た
だ

く
た
め
休
憩
室
を
設
置
し
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
構
築

★
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託
料
等

　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
８
万
円

※
清
掃
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
策
定
し
ま
す
。

★
業
務
用
生
ご
み
処
理
機
購
入
補

助
金　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

道
路
網
の
整
備

★
町
道
富
田
中
学
校
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　

６
，
１
４
０
万
円

★
高
速
道
路
対
策
費

　
　
　
　
　
　

５
，
６
４
０
万
円

市
街
地
環
境
の
整
備

★
都
市
計
画
基
本
図
作
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
８
万
円

※
一
部
用
途
地
区
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

★
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
万
円

※
携
帯
電
話
不
感
地
帯
解
消
の
た

め
、
小
川
下
村
地
区
に
基
地
局
整

備
を
行
い
ま
す
。

平成２３年度　白浜町の当初予算決まる～主な事業を紹介します～
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■
家
庭
系
持
込
み
ご
み
料
金

　

も
え
る
ご
み
（
町
指
定
ご
み
袋

免
除
許
可
の
あ
る
も
の
）、
不
燃
ご

み
、
可
燃
性
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

○
10
㎏
以
下

　

50
円
→
１
０
０
円

○
10
㎏
以
上
は
10
㎏
毎

　

50
円
→
１
０
０
円

　

４
月
１
日
か
ら
、持
ち
込
み
ご
み
の
手
数
料
を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

※
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
自
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
は
、
今
ま
で
ど

お
り
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
事
業
系
の
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
系
持
込
み
ご
み
料
金

　

も
え
る
ご
み
（
町
指
定
ご
み
袋

免
除
許
可
の
あ
る
も
の
）、
不
燃
ご

み
、
可
燃
性
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

○
10
㎏
以
下

　

50
円
→
１
０
０
円

○
10
㎏
以
上
は
10
㎏
毎

　

50
円
→
１
０
０
円

持
ち
込
み
ご
み
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
月
１
回
の
資

源
ご
み
の
日
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

お
配
り
し
て
い
る
ご
み
収
集
日
程
表
・
資
源
ご
み
分
別
方
法
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
不
燃
ご
み
と
は

　

瀬
戸
物
、
植
木
鉢
、
食
器
、

板
ガ
ラ
ス
な
ど

◇
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
は

　

木
製
の
家
具
や
建
具
、
布
団

や
座
布
団
、カ
ー
ペ
ッ
ト
、じ
ゅ

う
た
ん
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

◇
資
源
ご
み
と
は

　

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
、

乳
白
色
お
よ
び
毒
劇
物
以
外
の

ガ
ラ
ス
ビ
ン
類
、ダ
ン
ボ
ー
ル
・

新
聞
・
そ
の
他
の
雑
誌
や
チ
ラ

シ
な
ど

ご
み
処
理
機
の
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す

 現　行 改正後

 補助率  ２分の１  ４分の３

 上限額  ２万円  ４万円

（予算の範囲内で対応）

　

４
月
１
日
か
ら

家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
の
補
助
制
度

を
下
記
の
と
お
り

改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度

は
１
年
間
の
み
の
制

度
と
な
り
ま
す
。

◇補助金交付までの流れ

（１）  交付申請書の提出（申請者から町役場へ提出）

　　　添付するもの

　　　①町内販売店の捺印があり、見積日及び本

　　　　体価格の記載された見積書

　　　②本人確認のできるものの写し（運転免許

　　　　証や健康保険証などの写し）

　　　③納付状況調査に同意しない場合は、町税

　　　　の滞納がないことの証明書

　　※申請の時点では処理機は購入しないこと。
（２）交付決定通知（町役場から申請者へ通知）

　　交付決定の通知後に処理機を購入してください。

（３）補助金の請求（申請者から町役場へ提出）

　　　添付するもの

　　　①交付決定通知書の写し

　　　②処理機の領収書の写し（購入日、販売店、

　　　　本体価格が記載されているもの）

　　　③電気式の場合は保証書の写し

（４）補助金の振込み（町役場が申請者の銀行口

　　  座等へ振込み）

 

 

 

詳しくは、白浜町清掃センター　☎４５－３８００
　　　　　役場生活環境課　　　☎４３－６５８６
までお気軽にお問い合わせください。

◇家庭用生ごみ処理機の種類について

○電気を利用して堆肥化や減量化を

行う処理機

○微生物等を利用して堆肥化および

分解を目的とする容器

（コンポスト容器や密封バケツ容器）

※どちらも悪臭または害虫等の発生を防止する構造およ

　び材質のもの
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南紀白浜空港（東京羽田便）を利用しよう！！  
～通年３往復で仕事も旅行も便利！白浜→東京約１時間～

（羽田国際線新ターミナルＯＰＥＮにより海外へ行くのが便利になりました）

◆特便割引３( スリー )　　
　・片道 ･ 大人 17,500 円！ (11,500 円もお得）　※駐車場無料
　※搭乗日の 2 カ月前から 3 日前までに予約必要　　

　※座席数に限りがあります。ＧＷ等設定されない日があります。

◆時刻表　［３月２７日～５月末］

東京（羽田）　 →  　　南紀白浜 　   南紀白浜　 →  　東京（羽田）

　９：５０　　→　　１１：００ １１：２５　　→　　１２：３０

１４：１５　　→　　１５：２５ １５：５０　　→　　１６：５５

１７：２５　　→　　１８：３５ １９：０５　　→　　２０：１０

■ご予約・ご購入・ご案内
ＪＡＬ日本航空ホームページ　www.jal.co.jp　　☎０５７０－０２５－０７１

ＪＡＬグループの最新鋭小型機「エンブラエル１７０」

①
点
検
商
法

　

突
然
、自
宅
を
訪
問
し
「
た
だ
い
ま
、無
料
点
検
サ
ー

ビ
ス
中
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て
「
す
ぐ
に
工
事
を
し
な

い
と
大
変
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
な
が
ら
契
約
を
急

が
せ
ま
す
。

②
訪
問
販
売
に
よ
る
次
々
商
法

　

悪
質
な
業
者
の
訪
問
販
売
が
断
り
き
れ
ず
、
一
度
商

品
購
入
の
契
約
を
す
る
と
、
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
り
悪

質
業
者
が
訪
れ
、
布
団
、
浄
水
器
、
健
康
食
品
な
ど
次
々

と
売
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
用
意
に
家
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
不
要
な

床
下
換
気
扇
や
屋
根
裏
の
補
強
工
事
な
ど
を
契
約
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）

　

「
無
料
で
○
○
を
差
し
上
げ
ま
す
」「
安
く
×
×
を
販

売
し
ま
す
」
と
会
場
周
辺
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
ポ

ス
ト
に
入
れ
た
り
し
て
、
人
を
集
め
ま
す
。
最
初
に
日

用
品
な
ど
を
無
料
で
配
り
、
安
く
販
売
し
た
り
し
て
場

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
い
つ
の
ま
に
か
高
額
な
布
団

や
健
康
器
具
な
ど
を
買
わ
せ
ま
す
。
一
度
会
場
に
入
っ

て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
帰
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

◆
も
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
訪
問
販
売
な
ど
の
販
売
形
態

に
つ
い
て
、
販
売
事
業
者
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

決
ま
り
や
、
消
費
者
が
一
定
の
条
件
で
契
約
を
解
除
で

き
る
規
定
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
な
ど
で
契
約
を
し
た
場
合
で
も
、８
日（
取

引
形
態
に
よ
っ
て
は
20
日
）
以
内
な
ら
、
消
費
者
が
一

方
的
に
契
約
を
無
条
件
で
解
除
で
き
ま
す
。

◆
困
っ
た
と
き
は

　

困
っ
た
と
き
や
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

１
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
紀
南
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４
ー
０
９
９
９

役
場
観
光
課
観
光
商
工
係　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

 
悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

　

 

  

訪
問
販
売
や
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

  

そ
こ
で
、
こ
ん
な
悪
質
商
法
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

  

訪
問
販
売
等
の
業
者
が
来
て
も
「
い
り
ま
せ
ん
。
お
帰
り
く
だ
さ
い
」
と

  

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
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  ４月１０日（日）は

　 『和歌山県議会議員一般選挙』 の投票日です

「わかやまの未来へ届くこの一票」

問白浜町選挙管理委員会　☎４３－５５５５

■
投
票

　

４
月
10
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
投
票
終
了
時
間
は
、
投
票
所

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
各
投
票

所
に
お
け
る
投
票
終
了
時
間

は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所

　

投
票
は
、
投
票
所
入
場
整
理

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
の
投
票
所
で
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
開
票

◆
日
時　

４
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
９
時
30
分
か
ら

◆
場
所　

白
浜
会
館
（
阪
田
）

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
用
務
等
で

投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
方

は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
間

　

４
月
２
日（
土
）～
９
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
投
票
所

　

白
浜
町
役
場

　

日
置
川
事
務
所

※
期
日
前
投
票
は
、
右
記
の
投

票
所
の
ど
ち
ら
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
指
定
し
た
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
入
院
、

入
所
の
方
は
、
そ
の
施
設
に

お
い
て
、
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
出
張
や
旅
行
な

ど
で
他
の
市
町
村
へ
出
か
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
滞
在
し
て
い

る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
や
介
護
保
険
の
要
介
護

の
方
で
、
公
職
選
挙
法
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど

で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

白浜はまゆう病院新本館建設工事の着工　駐車場・駐輪場の変更

　白浜はまゆう病院は、このたび、国の医療施設耐震化臨時特例交付金を受けて、本館の建替工事に着工す
ることになりました。工事にともない、従来の駐車場・駐輪場が使用できなくなり、病院東側に移設しました。
　駐車場・駐輪場の移設にともない、本館北側からの新通用口を設けました。
　工事期間中は、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

◆ 工 事 期 間　平成２３年３月～平成２５年 3 月

◆ 新 駐 車 場　病院敷地東側 ( リハビリ室東側 )

◆ 新 通 用 口　本館北側より通行
　　　　　　　午前 6 時～午後９時

◆夜間通用口　本館玄関西側の従来の通用口

問白浜はまゆう病院　☎４３－６２００
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□■□■  教育委員会からのお知らせ  ■□■□

白浜地域における小・中学校の規模等について

　現在、少子化・過疎化等による児童生徒数の減少など、学校をとりまく環境の変化への対応が求められていま
す。国の基準では、公立小中学校は１２学級から１８学級を適正な学校規模としていますが、白浜町においては、
西富田小学校と富田中学校の２校を除くそのほとんどが１１学級以下の小規模な学校となっており、地域の実情
を踏まえながら、子どもたちの学習の場として望ましい教育環境とする学校規模を検討することは、小規模な学
校が多い白浜町にとって大きな課題となっていると言わざるを得ません。
　旧日置川町の区域（日置川地域）では、今後、さらに少子化・過疎化の進展が予想されることから、合併前に
これらの課題を検討してきましたが、少子化・過疎化は、旧白浜町の区域（白浜地域）においても例外でないこ
とから、これまで検討を重ねてまいりました。
　検討にあたっては、関係者の意見を踏まえた検討を行うべく、各校の学校長および保護者代表ならびにその他
関係者により構成した白浜地域学校適正規模検討委員会を設けて答申をいただき、その意見を踏まえた上で、２
月２３日開催の２月定例教育委員会において、教育委員会としての白浜地域における小・中学校の規模等につい
ての基本的な考え方を定めました。
　その内容は、次のとおりです。

学級編成人数 小学校 中学校
国の基準

 （公立義務教育諸学校の学級編制および
   教職員定数の標準に関する法律第３条）

４０人
（１年生は３５人）

４０人

県の基準
 （県教育委員会平成１８年公立小・中
   学校の適正規模化について（指針））

２０人程度 ２０人程度

白浜町教育委員会の基準 １０人から
２０人程度

２０人から
３０人程度

学校規模 小学校 中学校
国の基準

 （学校教育法施行規則
   第４１条・７９条）

１２学級～
１８学級

１２学級～
１８学級

白浜町教育委員会の基準 ６学級～
１２学級

６学級～
１８学級

〔小中学校の配置に関する白浜地域学校規模等検討委員会の答申内容：概略〕

　白浜地域における小中学校の配置にあたっては、白浜地域学校規模等検討委員会の答申内容を参考にした取り
組みによるものとします。

　適正規模を満たさない学校においては、少人数学級化や少人数指導等弾力化の導入により、教職員数を確
保するとともに、指導方法について努力や工夫改善を行い、デメリットを補うことができると考えられます。
　白浜町では、現在においても少人数指導による授業等、弾力化の導入が積極的に行われていますが、今後
も小規模校のメリットを生かしながら、教育環境の充実を図っていく必要があります。
　なお、適正規模を満たさない学校における努力や工夫としては、少人数指導の拡大、グループ編成による
活動、学校間の交流、複数学年の合同授業、各学年間の交流、中学校の教員が小学校で授業する出前授業、
小中学校の連携等が考えられます。加えて、人口減少、若年層の流出等にともなう地域活力の低下を防ぐこ
とが必要であり、そのためには、地域では住民意識の高揚を図るとともに、行政にもその後押しが望まれます。
　また、それでもやむなく統廃合または通学区域の変更を検討せざるを得ない場合の留意点としては、通学
距離、学校間の距離、交通アクセス等の地理的条件や児童生徒数の推移を重要な要素として検討するととも
に、学校、保護者、地域に対して規模の重要性を十分説明し、保護者、地域の意思を確認しながら進める必
要があると考えます。

１．白浜地域における１学級当たりの児童・生徒数 ２．白浜地域における学校規模の範囲

３．その他
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役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，４７１人
　　　　　　（先月比　ー１５人）

　　　　男　　１０，９５２人
　　　　　　（先月比　＋　５人）

　　　　女　　１２，５１９人
　　　　　　（先月比　－２０人）

　世帯数　　１１，０８４世帯
　　　　　　（先月比ー　７世帯）

※平成２３年３月１日現在

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
稼
働

　

Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
、
住
民
の
生

命
お
よ
び
財
産
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
国
（
内
閣
官

房
・
気
象
庁
か
ら
消
防
庁
を
経
由
）

が
発
信
す
る
国
民
保
護
や
防
災
に

関
す
る
緊
急
情
報
を
衛
星
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
敏
速
か
つ
適
確

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

白
浜
町
で
は
、
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
と
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を

接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
受
信
す
る
と
同
時

に
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
を

自
動
起
動
し
、
町
内
各
地
域
に
設

置
し
て
い
る
屋
外
受
信
局
の
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

や
音
声
に
よ
る
通
報
を
実
施
し
ま

す
。
放
送
時
に
は
、
窓
を
開
け
る

な
ど
少
し
で
も
聞
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｍ
ビ
ー
チ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
接
続
し
て
お
り
、
割

り
込
み
に
よ
る
放
送
を
行
い
ま
す

の
で
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
に
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

自
動
起
動
に
よ
り
放
送
す
る
主

な
緊
急
情
報
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
国
民
保
護
に
関
す
る
も
の

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
航
空
攻

撃
情
報
、
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻

撃
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情
報

■
防
災
に
関
す
る
も
の

　

気
象
警
報
（
大
雨
、
洪
水
、
暴

風
な
ど
）、
津
波
注
意
報
・
警
報
、

緊
急
地
震
速
報
（
Ｆ
Ｍ
の
み
）

　

そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
手
動
に
て
放
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

は
、
震
源
が
当
町
に
近
い
場
合
、
速

報
の
発
表
が
強
い
揺
れ
の
到
達
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
３

桜
ま
つ
り
フ
ェ
ア
等
の
自
粛

　

４
月
３
日
（
日
）
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
桜
ま
つ
り
フ
ェ
ア
（
平

草
原
公
園
）
は
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
自
粛
し
ま
す
。

　

な
お
、
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
予
定
ど
お
り
行
い
ま
す
。

◆
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

４
月
１
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

　

午
後
５
時
～
９
時
30
分

■
中
止
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

○
３
月
30
日
（
水
）
～
31
日
（
木
）

　

石
展
（
古
谷
石
）
と
琇
山
流
盆

景
展

○
４
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）

　

盆
栽
展

○
４
月
３
日
（
日
）

　

桜
ま
つ
り
フ
ェ
ア

○
４
月
５
日
（
火
）
～
６
日
（
水
）

　

白
浜
温
泉
花
ま
つ
り
料
理
盆
景
展

※
そ
の
他
、
催
し
等
も
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係　
　

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

道
の
駅
『
椿
は
な
の
湯
』
開
館

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

道
の
駅
「
椿
は
な
の
湯
」
の
開

館
時
間
に
つ
い
て
４
月
１
日（
金
）

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
浴
場
に
つ
い
て
は
午
前
12
時
～

午
後
８
時
と
な
り
ま
す
。

問
椿
は
な
の
湯　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
４
６
ー
０
６
１
７

有料広告募集中！
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町
内
勤
労
者
の
皆
さ
ま
へ　

　

勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　

町
内
に
居
住
す
る
中
小
企
業
の

勤
労
者
に
対
し
、
生
活
に
必
要
な
資

金
の
融
資
を
行
い
、
福
祉
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
労
働
金
庫
と

強
調
し
て
行
う
融
資
制
度
で
す
。

◆
融
資
の
条
件

・
町
内
に
居
住
（
現
居
住
１
年
以

上
）
し
、
貸
付
共
済
制
度
を
有
し

な
い
中
小
企
業
に
１
年
以
上
勤
務

（
同
一
事
業
所
）
し
て
い
る
こ
と

・
満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
前
年
度
の
税
込
年
収
が
原
則
と

し
て
１
５
０
万
円
以
上
で
、
年
間

返
済
額
が
年
収
の
30
％
以
下
で
あ

る
こ
と

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・
申
し
込
み
の
際
、
こ
の
制
度
に
よ

り
現
に
融
資
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の

債
務
保
証
が
得
ら
れ
る
こ
と

◆
融
資
の
用
途

　

病
気
療
養
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
、

教
育
資
金

◆
融
資
限
度
額　

　

２
０
０
万
円
以
内

◆
年
利
率　
　

　

１
．
80
％（
他
に
保
証
料
あ
り
）

◆
償
還
期
間　

１
２
０
カ
月

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

　

近
畿
労
働
金
庫
田
辺
支
店　

　
　
　
　
　

☎
２
３
ー
０
３
０
１

障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
、
情
報
提
供
を
行
っ

た
り
し
て
、
暮
ら
し
を
お
手
伝
い

い
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
日
お
よ
び
相
談
員（
予
定
）

◇
４
月
６
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◇
４
月
13
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◇
４
月
20
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◇
４
月
27
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◆
場
所

　

元
白
浜
町
教
育
委
員
会
事
務
所

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
日
の
電
話
番
号

　

☎
４
３
ー
５
６
６
６

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
）
３
・
４
期
予
防
接
種

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
第
３
期
、
第

４
期
の
方
を
対
象
に
Ｍ
Ｒ
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は
、
予
防
接
種
以
外
に

予
防
の
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
か
ら
の
通
知
書
等
を
ご
確
認
の

上
、
早
い
時
期
（
流
行
時
期
４
～
６

月
中
）
に
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　
　
　

　

第
３
期
：
中
学
校
１
年
生
相
当

（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
）

　

第
４
期
：
高
校
３
年
生
相
当（
平

成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
生
）

●
二
種
混
合
・
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
２
期
予

防
接
種
が
個
別
接
種
に
な
り
ま
す

◆
対
象
者

◇
二
種
混
合

　

小
学
校
６
年
生
（
平
成
11
年
４

月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

◇
Ｍ
Ｒ
２
期

　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
（
平
成

17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
生
）

※
対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
し

て
い
ま
す
の
で
、
指
定
医
療
機
関

に
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

ふ
れ
あ
い
農
園
の
入
園
募
集

■
安
久
川
ふ
れ
あ
い
農
園（
１
区
画
）

　
（
才
野
１
１
１
４
番
地
の
１
）

◇
面
積　

約
45
㎡

◇
年
間
使
用
料　

４
，
０
０
０
円

（
５
月
か
ら
の
利
用
に
な
る
の
で

３
，
８
５
０
円
）

■
堅
田
ふ
れ
あ
い
農
園（
３
区
画
）

　
（
堅
田
６
６
７
番
地
の
１
）

◇
面
積　

約
37
㎡

◇
年
間
使
用
料　

５
，
０
０
０
円

（
５
月
か
ら
の
利
用
に
な
る
の
で

４
，
８
５
０
円
）

※
農
園
の
会
が
あ
り
、
水
道
料
金
含
む

◆
募
集
締
切
日

　

４
月
20
日
（
水
）

◆
抽
選
日

　

４
月
26
日
（
火
）
午
後
６
時

※
来
庁
が
条
件

◆
申
込
方
法

　

富
田
事
務
所
に
て

※
郵
送
の
場
合
、
ハ
ガ
キ
等
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
の

上
、
締
切
日
ま
で
に
必
着
に
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
町
が
運
営
し
て
い
る
農

園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象

ご卒業おめでとう

　卒業生の皆さま、おめ
でとうございます。
　今年は小学校１１校で
２１５人、中学校４校で
１９０人の方が卒業され
ました。
　卒業はまた、新しい出
発であり、卒業する人の
数だけ “ 春 ” があります。
めざす道はちがっても、
どれもすてきな春であり
ますように・・・
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外
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
９
ー
２
３
３
２

　

白
浜
町
栄
７
３
１
ー
５

　

役
場
富
田
事
務
所 
ふ
れ
あ
い

農
園
担
当　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

農
業
は
自
然
の
影
響
を
直
接
的

に
受
け
る
こ
と
が
多
い
産
業
で
す
。

　

こ
の
た
め
農
業
共
済
は
、
農
業

者
が
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
受
け

る
こ
と
の
あ
る
損
失
を
補
填
し
て

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業

生
産
力
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
国
の
政
策
保
険
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
水
害
、
冷
害
、
干
害
、
雹
害
、

凍
霜
害
等
の
自
然
災
害
や
鳥
獣
害

（
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等
）、

病
害
虫
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
た
損

失
を
補
償
す
る
公
的
保
険
制
度
で

す
。
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
申
込
期
間

・
果
樹
共
済
…
６
月
30
日(

木)

ま
で

（
対
象
樹
種
：
み
か
ん
、
う
め
、

す
も
も
等
）

・
園
芸
施
設
共
済
…
随
時
受
付

問
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
本
所
事
業
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
０
８
３
３

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
４
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
４
月
20
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
４
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
４
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
４
月
５
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

   

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

   

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
４
月
20
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

い
の
ち
の
電
話

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
、
自
殺
を
考
え
、

三
段
壁
に
来
た
方
々
を
保
護
し
、

共
同
生
活
を
通
し
て
自
立
へ
向
け

た
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
中
で
、
自
殺
に
至

る
前
に
、
悩
ん
で
い
る
間
に
援
助

を
し
て
い
け
な
い
か
と
考
え
、
相

談
電
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
か
ら
月
間
１
５
０

件
前
後
の
相
談
電
話
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
実
は
、
地
元
の
方
々
か

ら
の
相
談
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
田
辺
・
西
牟
婁
郡
の

自
殺
者
数
は
、
和
歌
山
県
内
で
も

多
く
、
年
間
50
件
に
迫
り
ま
す
。

 
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
、
地
元
専

用
の
相
談
電
話
を
開
設
し
、
相
談

業
務
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
８
時
30
分
～
11
時
ま
で

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

☎
４
３
ー
７
６
８
６

平
成
23
年
度
和
歌
山
県
警
察
官

採
用
試
験
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
度
和
歌
山
県
警
察
官

Ａ
の
採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
等
は
白
浜
警
察
署
、
交

番
・
駐
在
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
試
験
区
分

　

警
察
官
Ａ
（
男
性
一
般
・
女
性

一
般
）

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

◆
１
次
試
験
日　

５
月
８
日（
日
）

◆
試
験
地　

和
歌
山
市
・
田
辺
市

◆
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

方
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
末
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
。

問
白
浜
警
察
署
警
務
課

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
０

お
詫
び
と
訂
正
（
広
報
し
ら
は
ま
３
月
号
５
ペ
ー
ジ
）

　
「
白
浜
町
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」
１
総
括
の
（
注
）
で
、

職
員
数
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
の
人
数
で
す
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
人
数
で
す
と
な
り
ま
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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ジュニア駅伝　白浜町は１０位

　２月２０日、和歌山市（県営紀三井寺陸上
競技場～県庁前）において、第１０回和歌山
県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会（オープ
ン参加を除き、２９チームが参加）が開催さ
れ、白浜町選手団は福

ふく

田
だ

学
まなぶ

監督と５人のコー
チの熱心な指導のもと、昨年の 16 位から大
きく前進し、１０位（記録は１時間１４分
１１秒）という成績でみごとゴールしました。

　１区　塩
しお

路
じ

　達
たつ

樹
き

　  （富田中・３年）

　２区　榎
えの

本
もと

　さくら（白浜中・１年）

　３区　川
かわ

口
ぐち

　和
わ

奏
かな

　  （白二小・６年）

　４区　内
うち

本
もと

　エリ　  （富田中・２年）

　５区　山
やま

﨑
さき

　聡　　  （富田中・３年）

●区間走者　（敬称略） ●控え走者

樫
かし

山
やま

　直
なお

生
き

（富田中・１年）

髙
たか

橋
はし

　里
り

奈
な

（富田中・１年）

岩
いわ

政
まさ

　大
だい

樹
き

（安宅小・５年）

榎
えの

本
もと

　啓
ひろ

人
と

（安宅小・５年）

吉
よし

田
だ

　樹
いつ

希
き

（白一小・６年）

照
てる

井
い

　和
のどか

　  （白一小・５年）

　６区　真
ま

砂
さご

　綾
あや

　  （白二小・６年）

　７区　田
たの

上
うえ

　都
と

翁
おい

（白一小・６年）

　８区　塩
しお

路
じ

　奏
かなで

　  （富田中・１年）

　９区　大
おお

磯
いそ

　雄
ゆう

大
だい

（日置小・６年）

１０区　川
かわ

口
ぐち

　親
ちか

範
のり

（白浜中・２年）

お知らせ INFORMATION

平
成
23
年
度
自
衛
官
募
集
中
！

　

一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
科

の
コ
ー
ス
か
ら
幹
部
自
衛
官
と
な

る
者
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

１
．
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

２
．
大
学
院
（
専
門
職
大
学
院
を

除
く
）
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を

２
年
以
上
修
め
、
修
士
の
学
位
を

受
け
た
者
（
平
成
24
年
３
月
学
位

修
得
見
込
み
を
含
む
）
に
つ
い
て

は
28
歳
未
満
の
者

３
．
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

者
（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）
ま
た
は
外
国
に
お
け
る

学
校
を
卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒

業
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

◆
申
込
締
切
日

　

５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
必
着

◆
試
験
日

・
５
月
14
日
（
土
）

・
５
月
15
日
（
日
）
筆
記
式
操
縦
適

正
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

◆
試
験
場
所　

和
歌
山
市

問
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２
４
ー
６
２
１
９

①救急出動件数は１，７６１件（前年より６２件減少）

　また、救急車で医療機関に搬送された傷病者は

１，６７４人で、前年より４０人減少しました。

②救急事故種別出動状況

　急病１，０９３件、一般負傷３１３件、交通事故１５１

件で、これらが全体の約８８．４％を占めます。

③搬送医療機関

　医療機関に搬送された１，６７４人のうち、８３３

人（約５０％）がしらはまはまゆう病院、すさみ病

院などの白浜町消防本部管内の医療施設に搬送され

ています。

④現場到着平均時間　８分３６秒

⑤医療機関収容平均時間　３６分５４秒

平成２２年の救助 ・救急、 火災の統計

■救急活動について

①火災件数は１４件（前年より７件減少）

②火災の種別　最多は建物火災の４件

　ほかに、車両火災１件、林野火災１件、その他７件

③出火原因

　火入れ、マッチ・ライターおよび電気装置が各１件、

その他６件、不明５件

④現火災による死者は０人

⑤損害額は６，１２９，０００円

　前年の額１２，３２９，０００円の５割と減少しています。

⑥地区別の火災発生件数

　白浜署管内…湯崎２件、南白浜・東富田・西富田・白浜

が各１件　日置川署管内…日置２件、三舞・川添が各１件

すさみ署管内…周参見３件、佐本１件

■火災について
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合併５周年記念事業「ＮＨＫのど自慢大会」開催
　２月２０日、総合体育館で旧白浜町と旧日置川町合併５周年記念事業
として「ＮＨＫのど自慢大会」が開催されました。
　当日は、１，３００人を越える観客が集まり、出場者は１００歳を超え
る元気なおじいちゃんら２０組が出場しました。
　出場者は緊張の中、自慢の歌を熱唱し、観客から大きな拍手を浴びていました。
　ゲストの布施明さんと川中美幸さんのさすがと感じさせる歌唱力に夢
の世界に導かれたようでした。また流暢な話に会場全体は笑い声に包ま
れ、大盛況で幕を閉じました。

白浜町スポーツ奨励賞表彰式

　３月２日、平成２２年度白浜町スポーツ奨励賞表彰式が町立児
童館で開催されました。この賞は、スポーツで活躍された町内在
住、町内出身の小学生、中学生、高校生に贈られるものであり、
今年度は個人１７人と２団体が表彰を受けました。

●受賞者の皆さん●（順不同・敬称略）

○個人表彰　【水泳】山
やま

川
かわ

華
かす

澄
み

（日置中１年）　【体操】楠
くす

川
かわ

雄
ゆう

太
た

（明洋中２年）　【陸上競技】嶋
しま

西
にし

結
ゆい

花
か

（富田中３年）【ホッ
ケー】岡

おか

本
もと

幸
こう

大
た

（田辺高２年）　【剣道】千
ち

原
はら

茉
ま

子
こ

（富田中２年）・橋
はし

本
もと

亮
りょう

輝
き

（和歌山工３年）【軟式野球】谷
たに

地
じ

遼
りょう

（富
田中３年）・安

やす

田
だ

祐
ゆう

規
き

（富田中３年）※ともに南紀クラブ所属　【バレーボール】澤
さわ

井
い

悠
はるか

（富田中３年）・阪
さか

本
もと

龍
りゅう

一
いち

（富
田中３年）・福

ふく

田
だ

智
とも

紀
き

（富田中３年）・弓
ゆみ

場
ば

宏
ひろ

之
ゆき

（富田中３年）　【柔道】寺
てら

本
もと

祥
よし

稀
き

（北富田小４年）・安
やす

本
もと

航
こう

大
だい

（富田小
５年）※ともに練心館Ａ所属・谷

たに

上
がみ

有
ゆう

輝
き

（富田中２年）・船
ふな

渡
と

真
しん

平
ぺい

（富田中３年）・船
ふな

渡
と

裕
ゆう

太
た

郎
ろう

（熊野高３年）
○団体表彰　南白浜少年野球クラブ　富田中学校女子バレーボール部
※所属校（団体）、学年については、平成２２年度のものを記載しています。
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

平成２３年度　特定健診および各種がん検診のお知らせ

実施方法は下記の３つがあります。
　①個別医療機関健診…実施医療機関に各自直接申し込みして受診する方法です。
　②集団健診…各地区の公共施設等において町が指定した日時で受診する方法です。
　③人間ドック…国民健康保険および白浜町に住民登録があり和歌山県後期高齢者医療保険に加
　　入されている方が対象です。白浜はまゆう病院で受診する方法です。
　※個別医療機関健診、集団健診日程・申し込み等の詳細については、追って広報等でお知らせします。

①
個
別
健
診

②
集
団
健
診

20 ～ 39 歳 40 ～ 74 歳 75 歳以上

すべての町
民の方

白浜町国民 
健康保険の方

社会保険等の方 
（国保以外の保険）

後期高齢者 
医療保険の方

特定健診 ○ ○

４月中旬頃、白
浜町から受診券
と受診案内を送
付します。

加入している医療保険者が実施す
る特定健診を受診してください。
※白浜町が実施する特定健診は受
診できません。

広域連合から個別に
健診案内が届きます。
和歌山県後期高齢者
医療広域連合　　　
☎ 073-428-6688

肝炎ウイルス検診 ○  40 歳以上でこれまで肝炎ウイルス検診を受けたことがない方
胃がん検診

○ ○  40 歳以上の方
大腸がん検診

前立腺がん検診 ○ ○  40 歳以上の男性（平成 23 年度新規の検診項目です）
胸部検診 ○  19 歳以上の方

乳がん検診 ○ ○  40 歳以上の女性で昨年度乳がん検診を受けていない方
子宮がん検診 ○ ○  20 歳以上の女性で昨年度子宮がん検診を受けていない方

※昨年度まで、特定健診を受診される 65 歳以上の方には生活機能評価を同時に行っていましたが、平成
　２３ 年度より、健診とは別に基本チェックリストのみ実施することになりました。

■歯周疾患検診のお知らせ

　平成２３年４月 1 日から平成２４年 3 月３１日の期間、県内の歯科医院で無料で受診できます。
　検診内容は、歯周疾患に関する問診、歯周組織の検査です。対象者は期間中に４０・５０・
６０・７０歳になられる方です。受診を希望される方は「歯周疾患検診受診券」を発行しますので、
健康増進係へお問い合わせください。

（※一部受診できない歯科医院がありますので、希望される方は事前にお問い合わせください。）
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

４月１９日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 9 月生

４月２０日（水）

12：20 ～ 12：30

 日置川拠点公民館

 ４か月児・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 22 年 5・6・11・12 月生

12：40 ～ 12：50
 １歳６か月児・３歳６か月健診
 ( 日置川地域 ) 平成 21 年 7・8・9 月生
　　　　　　  平成 19 年 8・9・10 生

４月２１日（木） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 20 年 9 月生

４月２６日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 5 月生

４月２８日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 12 月生

予防接種

４月　７日（木） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  ポリオ予防接種

４月　８日（金） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  ポリオ予防接種

４月１２日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  ポリオ予防接種

４月１３日（水） 13：00 ～ 13：20  日置川拠点公民館  ポリオ予防接種

４月１４日（木） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  ポリオ予防接種

４月１５日（金） 13：00 ～ 13：20  農業研修会館  ポリオ予防接種

４月２２日（金） 12：30 ～ 12：50 中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
４月　４日（月）

  ※次回５月２日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、お気軽
 にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

４
月
の
予
定

※診療担当医が変更になることもあります。ご了承ください。
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

　

　 やすらぎ支援員養成講座・認知症学習会開催！
　　　　～あなたの身近に少しづつ、認知症について関心・理解のある方が増えています～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２月１１日に「第４回やすらぎ支援員養成講座・認知症学習会」を社会福
祉協議会本部事務所２階大会議室で開催しました。認知症の方を介護する家
族やひとり暮らしの認知症の方を支援する「やすらぎ支援員」の養成を目的
として実施しています。また、認知症について知りたい、学びたいという方
にも認知症学習会として気軽に参加していただける会としても開催していま
す。今回、３４人の参加があり、認知症についての基礎知識や医療、福祉の
専門講座があり、受講者からは「みんなが何かをしなければ、地域がしっか
りしなければ」などの前向きな感想が多くありました。

　３月からは、支援員希望者を中心に「グループホームパル白浜」の協力
を得て現場実習を実施しています。実習では、話かけても返事をしてもら
えなかったり、話が上手く続かなかったり、ささいなことから話が盛り上
がったり、約３時間という長い時間を入居者の方と向き合うことの大変さ、
難しさ、そして気持ちが通じ合ったときの喜び、やりがいを感じていただ
いています。

　実習修了者には、養成講座修了証を発行します。そして、支援員登録につい
て検討いただきます。支援員登録をされている方は３月１日現在で３２人おり、
その内、現在活動中の支援員は１１人います。在宅で生活されている認知症の
方への訪問活動の利用者は７人おり、ご本人だけでなく、介護されているご家
族の気持ちにも寄り添って活動いただいています。
　また、新たな支援員活動として、「介護老人保健施設成華苑」への施設訪問
活動を２月から取り組みをはじめました。
　支援員登録をされても実際の活動にすぐに結びつく方は少ないかもしれませ
ん。しかし、認知症の方とその家族の理解者である住民が、身近な地域に少し
づつ増えていることを心強く感じています。

【　現場実習　】
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富　

田　
　
　

森も
り　

　
　

崇
た
か
し  　

　

様

　
　

向　

平　
　
　

片か
た 

山や
ま　

則の
り 

子こ　
　

様

　
　

志　

原　
　
　

千ち 

賀が　

伸の
ぶ 

一か
ず　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
2
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
1
回

　
「
歌
と
踊
り
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」
開
催

　

2
月
16
日
に
、
農
業
研
修
会
館
で
第
1
回

「
歌
と
踊
り
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
白
浜
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
白
浜
支
部
事
業
と
し
て
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
、は
じ
め
て
の
開
催
で
し
た
。

　

白
浜
支
部
の
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
23
組
37

人
、
日
置
川
支
部
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
は
ゲ

ス
ト
で
2
組
2
人
の
方
が
出
演
。
自
慢
の
歌

や
踊
り
、
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
富
田
幼
稚
園
よ
り
15
人
の
園
児

さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
会
に
華
を
添
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

大
勢
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

笑
い
あ
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

日 程 内　　容 会　　場

4/4 司法書士 本部事務所

4/11 人　　権 本部事務所

4/18 弁 護 士 本部事務所

4/25 多重債務 本部事務所

5/2 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

4/1 弁 護 士 み　ま　い　荘 

4/6 一　　般 高齢者生活福祉センター   

4/13 一　　般 川添山村活性化支援センター       

4/20 人　　権 高齢者生活福祉センター

4/27 一　　般 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。
　　　西富田小学校　
　　　6 年生の福祉体験学習

　2 月８日に認知症サポーター養成講座、高齢者擬
似体験、車椅子体験を行いました。
　認知症サポーター養成講座では、紙芝居等で認知
症に対する知識を深めてもらい、グループに分かれ
て伝言ゲームを行うことで認知症の方の気持ちを体
験してもらいました。
　高齢者擬似体験・車椅子体験では、体験グッズ・
車椅子を使用して校内を歩きました。高齢者の方の
しんどさや辛さを実際に体験したり、車椅子の操作
方法を学んだりすることで、自分たちにできること
は何かを考えてもらういい機会となったと思います。
　人間関係が希薄化している現在において、子ども
のころから福祉について体験を通して学ぶことで相

手を思いやる気持ちや行動に
つながっていくと考えていま
す。今後も、互いに学び合え
る福祉学習に取り組んでいき
たいと思います。

　   認知症の人と家族のつどい 相談交流会

　NPO 法人認知症サポートわかやまと白浜町社会福祉
協議会では、｢認知症の人と家族のつどい 相談交流会｣
を開催しています。｢もしかしたら認知症？｣ ｢こんな
時どうしたらいいの？｣ 家族や身内に認知症の方がお
られる方、物忘れが心配な方、悩みや思いを介護経験の
ある方と一緒に考えていきませんか。
　なお、詳細は各福祉関係機関に置かれているチラシを
ご参照ください。

【日時】 
◎白浜会場・・・・4 月、6 月、8 月、10 月、12 月、2 月
◎日置川会場・・・5 月、7 月、9 月、11 月、1 月、3 月
　両会場ともに各月の第２水曜日
　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分

【場所】
 ◎白浜会場・・・白浜町 美之浦保健センター１F
◎日置川会場・・白浜町社会福祉協議会日置川支部

※どちらの会場にご参加いただいても結構です。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

 『
北
向
き
観
音
』（
場
所 

才
野
萩
原
地
区
）

　

才
野
村
の
萩
原
に
、
仙
吉
と
い

う
男
が
い
た
。
あ
る
夜
、
仙
吉
の

父
が
夢
枕
に
現
れ
て
、「
島
の
倉

の
海
岸
牛
ケ
坪
に
、
観
音
様
が
沈

ん
で
お
ら
れ
る
。
航
海
安
全
の
仏

様
な
の
で
、
お
引
き
あ
げ
て
お
祀

り
し
ろ
」
と
云
っ
た
。

　

仙
吉
は
直
ぐ
さ
ま
碁
石
濱
に
舟

を
出
し
て
網
を
曳
き
、
観
音
像
の

石
仏
を
引
き
上
げ
、
浜
の
直
ぐ
上

に
あ
る
西
の
海
を
望
む
高
台
に
、

観
音
様
を
安
置
し
て
お
祀
り
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
沖
を
通
る
帆
船
が

丁
度
中
浜
の
沖
に
さ
し
か
か
る

と
、急
に
舟
の
動
き
が
遅
く
な
り
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
止
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
た
船
頭

た
ち
が
、
中
浜
に
舟
を
つ
け
て
、

何
か
障
り
が
あ
る
の
か
と
、
漁
師

た
ち
に
訊
ね
た
。

　

漁
師
は
、「
最
近
萩
原
の
人
が
、

隣
の
牛
ケ
坪
か
ら
観
音
様
を
引
き

上
げ
て
お
祀
り
を
し
て
い
る
」
と

答
え
た
の
で
、
船
頭
た
ち
は
島
の

倉
の
観
音
様
に
お
参
り
を
し
て
航

海
安
全
を
お
祈
り
し
た
の
で
、
無

事
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
仙
吉
は
、
航
海

す
る
人
た
ち
に
、
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
思
い
、
萩
原
の
虫
上

げ
神
社
内
に
円
長
寺
を
建
立
し
、

観
音
様
を
北
向
き
に
安
置
し
た
。

　

以
後
、
中
浜
沖
を
通
る
船
は
何

事
も
な
く
無
事
通
過
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
白
浜

物
語
」
で
）

第
22
回
白
浜
美
術
家
協
会
展
を
総
合
体
育
館
で
開
催

　

白
浜
町
美
術
家
協
会
の
協
会
展

は
、
書
道
、
絵
画
、
工
芸
、
彫
塑

華
道
、
写
真
の
各
部
門
の
会
員
の

作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

白
浜
町
の
文
化
向
上
に
結
成
さ

れ
た
団
体
で
、
22
回
目
を
迎
え
、
今

年
も
多
く
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
開
催
期
間

　

４
月
22
日（
金
）か
ら
24
日（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
た
だ
し
、
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

◆
開
催
場
所

　

町
立
総
合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

小
林
幸
子
シ
ョ
ー
（
も
の
ま
ね
）

　
　
　
　
「
笑
っ
て
健
康
」
富
田
地
域
老
人
学
級

　

３
月
９
日
、
農
業
研
修
会
館
で

富
田
地
域
老
人
学
級
事
業
と
し
て

加か

賀が

あ
す
か
さ
ん
に
よ
る
、
も
の

ま
ね
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
若
手
芸
人
ゆ
っ
き
ー

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
、
小こ

ば

林や
し

幸さ
ち

子こ

さ
ん
の
そ
っ
く
り
さ
ん
で
、

も
の
ま
ね
番
組
に
も
出
演
さ
れ
て

い
る
加
賀
あ
す
か
さ
ん
が
登
場
し

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
歌
声
や
し
ゃ
べ
り
方
ま
で

そ
っ
く
り
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
笑
顔
と
笑
い
声
に
包
ま
れ
た

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

南
方
熊
楠
講
座
「
南
方
熊
楠
と
自
然
保
護
運
動
」

　

３
月
９
日
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
南
方
熊
楠
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

財
団
法
人
南
方
熊
楠
記
念
館
常

務
理
事
の
吉よ

し

川か
わ

壽と
し

洋ひ
ろ

氏
を
講
師
に

迎
え
、
南
方
熊
楠
と
自
然
保
護
運

動
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
60
人
が
参
加
さ
れ
、

明
治
政
府
が
推
進
し
た
神
社
合
祀

の
政
策
に
反
対
を
表
明
し
た
南
方

熊
楠
が
、
そ
の
合
祀
反
対
運
動
を

通
じ
て
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
熊
楠

が
生
涯
続
け
た
自
然
観
察
の
結
果

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
神
社
合

祀
の
反
対
運
動
を
推
し
進
め
る
中

で
熊
楠
自
身
、
そ
の
正
し
さ
と
重

要
性
を
確
信
し
て
行
っ
た
こ
と
な

ど
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
大
好
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
置
家
庭
学
級
２
月
開
催

　

日
置
家
庭
学
級
で
は
、
２
月
25

日
に
声
楽
家
山や

ま

本も
と

祥さ
ち

子こ

さ
ん
を
お

招
き
し
て
、「
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
場
が
満
員
に
な
る
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
昔
の
道
具
」
を
見
学

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
に
は
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
使
わ
れ
た

生
活
道
具
が
多
数
保
管
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
か
ら
何
点
か
を
毎
年

２
月
ご
ろ
に
期
間
限
定
で
ロ
ビ
ー

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
17
日
に
市
鹿
野
小
学
校
の

３
・
４
年
生
と
安
宅
小
学
校
の
３

年
生
の
児
童
が
、
昔
の
道
具
に
つ

い
て
勉
強
す
る
た
め
に
、
日
置
川

拠
点
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
黒
電
話
や
手
回
し
計
算

機
、
真
空
管
ラ
ジ
オ
等
の
説
明
を

受
け
、
尋
常
小
学
校
の
教
科
書
を

読
ん
だ
り
、
脱
穀
機
を
動
か
し
た

り
し
て
、
骨
董
的
道
具
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
よ
く
聞
き
、

歌
っ
た
こ
と
の
あ
る
童
謡
や
唱
歌

を
数
曲
披
露
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
山
本
さ
ん
か
ら
「
空
と
ぶ
う

さ
ぎ
」
と
い
う
歌
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
目
の
不
自
由
な
少
女
が

作
っ
た
詩
に
曲
を
つ
け
た
歌
で
、

少
女
の
純
粋
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
す
て
き
な
歌
で
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
奏
で
る
伴
奏
の
豊

か
な
表
現
力
と
澄
ん
だ
歌
声
で
予

定
の
一
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
人
と
楽
し
い
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　２月２８日に滝集会所にて、
平成２２年度の滝家庭学級閉講
式を行いました。
　今年度も健康講座や振り込め
詐欺予防講習、町長との懇談会、
滝地区の敬老会への参加等、地
区の方々と密着した取り組みを
進めることができました。

～滝家庭学級閉講式～

（すばらしい音色にアンコールの声が）

（町長との懇談会（８月））

（火縄銃って重たいなぁ）

公
民
館
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

　

少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
地
域

の
過
疎
化
が
全
国
的
に
進
む
中
、
地

域
の
住
民
が
連
帯
意
識
を
高
め
る

た
め
の
う
る
お
い
の
あ
る
地
域
づ

く
り
や
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と

な
る
べ
く
公
民
館
は
存
在
し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
平
成
23
年
度
が
始
ま

り
、
仲
間
づ
く
り
や
日
々
の
生
活

に
役
立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
地
域
の
分
館
と
連
携

し
な
が
ら
、
各
種
講
座
や
事
業
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

開
催
前
に
は
広
報
や
チ
ラ
シ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　４月２日・９日・１６日・２３日・３０日
☆巡回図書　４月１３日（水）北富田小学校
☆臨時休室　４月１０日（日）　富田分室

４月の行事

　本館・白浜・富田分室で本を借りる時に

必要な『貸出しチケット』が、４月から新

小学一年生は、小学生用（ピンク色）新中

学一年生は中学生用（黄色）にそれぞれ変

わります。

　新中学一年生の方は、４月になってから、来館（室）

されたときに貸出し申込書に記入してください。『貸出

しチケット』をお渡しします。

　新小学一年生には、４月に各小学校のご

協力を得て、学校で一斉に登録していただ

き、その後、学校を通じて『貸出しチケット』

（旧白浜町小学生）もしくは『貸出し利用券』

（旧日置川町小学生）をお渡しします。

　日置分室で本などを借りる時に必要な『貸出し利用券』

は変わりなく使えます。

　皆さん、どんどん借りに来てくださいね。

　「しらはま子どもの本の会」は、会員が毎月課題の児
童書を読んで、その本について話し合う会です。
　４月は、今年度の読む本の年間計画をたてます。
　「どんな本がいいかな」「この本、うちの子、夢中になっ
ているんやけど」など、わいわい言いながら決めていき
ます。楽しい時間です。ぜひ、皆さんも一度、寄ってみ
ませんか。
　毎月（８月を除く）、第３木曜日
　　午前１０時から本館で　
　　　　　４月は２１日（木）　です。

＝しらはま子どもの本の会＝

じどうかんへあそびにおいでよ！

　５月には、こいのぼりや五月人形をかざって「こども

の日」のお祝い。７月には笹の葉で「七夕」かざり。秋

には、「わぁいわぁい子どもまつり」。

　ほかにも、たくさんのあそびや教

室、体験活動、交流会などを予定して

います。とっても楽しいじどうかん

へ、ぜひあそびにきてください。

　　　　　  

　　　　　 児童館ボランティアさん

　　　　 中 ・ 高生サポーターさん募集！！

 児童館では、年間を通して子どもたちとともに、さま

ざまな“遊び”や“体験活動”、“各種教室”を行ってい

ます。そこで、

　◇児童館行事（クリスマス会、子どもまつりなど）の
　　お手伝い
　◇出前児童館（はまっこクラブなど）のお手伝い
　◇スポーツ活動をいっしょにしてくださる方
　◇昔のさまざまな遊びを教えてくださる方
　◇児童館に来館する子どもたちとの遊びや工作
　などをしてくださるボランティアさんを募集しています。

　また、中・高生サポーターさんの募集もしています。

小学生のお兄さん・お姉さんとして一緒に遊んでくれる

方、みんなのリーダーとなって行事を盛り上げてくれる

方、中高生のみなさんも、一緒に楽しみませんか？

　子どもが好きな方、大歓迎です。ぜひ、児童館へ遊び

にきませんか。

　詳しいお問い合わせは、

　町立児童館（☎４５－２１１７）まで

◆◇◆ ◆◇◆
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

【白浜町栄　在住】

小
お

倉
ぐら

　瑠
りゅう

   くん       （平成１２年４月１９日生）

　　　惟
い

生
ぶ

 ちゃん     （平成１４年４月２７日生）

　　　
斗
と

夢
む

 くん        （平成１８年７月１２日生）

　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　３人仲良く元気いっぱい！

　　笑顔あふれるステキな人になってくださいね！

　　　　　　　　　　　　父　誠
まこと

さん・母　弥
や

生
よい

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）わがやのスター

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

草
萌
や
こ
こ
ろ
解
け
合
ふ
同
窓
会　
　
　
　
　

祥さ
ち

子こ

　

節
分
や
手
作
り
面
の
鬼
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　

き
み
子

　

囀
さ
え
ず
りり

や
ふ
と
こ
ろ
深
き
樹
の
淨
土　
　
　
　
　

尹い

久く

子こ

　

円
空
が
仏
の
笑え

ま

ふ
や
ぶ
つ
ば
き　
　
　
　
　
　

捷か
つ

子こ

　

風
紋
を
た
め
ら
ひ
て
踏
む
冬
の
浜　
　
　
　
　

江え

津つ

子こ

　

声
あ
げ
て
拾
う
園
児
や
落
椿　
　
　
　
　
　
　

鈴す
ず

枝え

　

春
昼
や
飛
天
は
空
に
楽が

く

か
な
で　
　
　
　
　
　

弘ひ
ろ

子こ

安
居
俳
句
会

　

一
輪
の
櫻
見
へ
初
め
春
兆き

だ

す　
　
　
　
　
　
　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

大
男
野
火
に
追
わ
れ
て
走
り
来
る　
　
　
　
　

み
き
ゑ

　

芽
ぐ
む
あ
り
す
ぼ
む
木
々
あ
り
庭
い
じ
り　
　

久ひ
さ

枝え

　

丸
木
橋
渡
る
吾
が
影
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

大
根
を
引
き
て
夫
婦
の
担
ひ
来
し　
　
　

み
ち
子

　

里
の
雪
ほ
ど
よ
く
降
り
て
句
を
拾
ふ　
　

貞さ
だ

美み

　

風
花
に
目
を
落
し
た
る
土
工
か
な　
　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

眠
る
山
削
る
ユ
ン
ボ
の
音
荒
し　
　
　
　

桂け
い

子こ

　

こ
の
頃
の
児
ら
は
金
柑
採
り
も
せ
ず　
　

み
き
枝え

　

初
雪
を
掃
き
つ
隣
へ
も
ら
い
水　
　
　
　

く
す

　

句
帳
手
に
歌
詠
む
人
や
梅
六
分　
　
　
　

昭あ
き

代よ

　

女
教
師
が
子
の
春
泥
を
払
い
た
る　
　
　

サ
ダ
子

　

長
老
が
畦
で
指
示
す
る
野
焼
き
か
な　
　

量か
ず

子こ

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

【写真左から瑠くん、斗夢くん、惟生ちゃん】
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～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

救援募金のご協力のお願い

　去る３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震によって未曾有の大災
害に見舞われた被災地の皆さまに対する救援募金の受付を行っています。
　募金箱は白浜町役場 ・ 富田事務所 ・ 日置川
事務所の３カ所に設置しており、 集まった募金に
ついては、 日本赤十字社和歌山県本部を通じて
送金します。
　町民の皆さまのご協力をお願いします。

東北地方太平洋沖地震にあたって

　拝啓、町民の皆さまにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。
　先般、３月１１日午後２時４６分に発生した東北地方太平洋沖地震に対して、大変驚愕された
ことと存じます。彼の地で被災された皆さまには心からご冥福を祈り、またお見舞申し上げます。
　この上は、１日も早い復興への取り組みと被災者の皆さま方が心身ともに本復されますよう
お祈り申し上げる次第であります。
　白浜町では、津波警報の発表にともない災害対策本部を設置し、防災行政無線などによる避
難の呼びかけをはじめ、消防団員の皆様にもご協力いただき町内の水門やゲートなどの閉門、
パトロールなどを実施するとともに、町内各地に避難所を開設するなど対応してまいりました。
　また、宮城県に緊急消防援助隊として第１陣１隊５人、活動物資支援隊として１隊２人、さ
らに第１陣の交代要員として第２陣５人を派遣しました。続いて第３陣５人、第４陣５人、第
５陣５人と派遣をしています。

　幸いにして白浜町は人的被害もなく大事には至り
ませんでしたが、「東南海・南海地震」の発生が危惧
される中、防災体制をより強化させなければと痛感
したところでございます。
　社会情勢、気候変動、地殻変化がより一層激しさ
をましてきた２１世紀の今日でございますが、この
難局を乗り切るためにも、みんなで助け合う町政、
みんなで支え合う町政を推進してまいる所存でござ
います。

白浜町長　水本　雄三

▲緊急消防援助隊出発の様子


